
第３６回新型コロナウイルス感染症対策本部会議要旨（速報） 

○実施日時／令和３年４月１９日 １５時４５分～１６時１０分 

○発言要旨 

議事 発言 

次第１「本市の医

療体制について」 

※ 資料に基づき、岡部所長から説明を行った。 

【岡部所長】 

・先週のモニタリングの公表では、これまで微増傾向であったのが増加の幅が広

いと申し上げたが、さらに増加の幅が広がっているため、警戒が必要。国の会議

では、神奈川県を含むまん延防止等重点措置に関する決定がなされ、県により当

市も対象とされた。 

・現在のところ本市においては、医療の圧迫とまではいかないと思うが、今後の

感染者数の増加については注意が必要である。 

次第２「ワクチン

の接種について」 

【健康福祉局】 

・巡回接種方式による高齢者施設でのワクチン接種について、4月 12 日より 16

日までの５日間、６施設にて入居者 328名、施設従事者 18名、延べ 346 名の方

に対して、１回目の接種が完了した。 

・4月 20 日に 75 歳以上の高齢者約 15万人に対して接種券を発送する予定。市

民の皆様からの問い合わせが増えることも想定されるが、続き御協力をお願い 

したい。 

【岡部所長】 

・国のモニターで行っている副反応の情報について、特別に重症になるような情

報は目下届いていない。死亡例もあるが直接の因果関係を示すものはなく、ワク

チン接種プログラムは続行していくと聞いている。 

次第３「まん延防

止等重点措置に伴

う本市行政運営方

針について」 

※ 資料に基づき、事務局から説明を行った。 

【本部長】 

・何か質問等あれば。特になければこの方針で進めたいと思います。 

その他 【経済労働局長】 

※ 資料に基づき、「川崎市職場環境改善支援補助金」及び「かわさき短期求人

ナビ」について説明を行った。 

【教育委員会事務局】 

・まん延防止等重点措置期間中の市立学校の教育活動についてご説明する。 

・1点目、教育活動全般の方針については、感染防止対策を徹底した上で、概ね

通常の教育活動を継続して実施する。 

・2点目、修学旅行等の宿泊行事については、教育的意義や子ども達の心情面を

踏まえ、目的地の感染状況、関係自治体の方針等を確認した上で、実施する前提

で準備を進める。 

・3点目、遠足等の校外行事についは、県外への移動を伴う活動は中止または延

期とし、県内での活動も、できる限り公共交通機関を避ける、又は、少人数で利

用する。 

・4点目、部活動に伴う校外活動については、原則として、中学校では同一区内



や近隣校での活動とし、高等学校では県内までの活動とする。 

【岡部所長】 

・子供の話についてよく質問をいただくが、大阪、関西の例を見ても急速に小児

に拡大しているという証拠は出ていない。海外でも小児だから重症化するとい

う明らかな証拠は出ていない。ただし、高校生、大学生については大人としての

動きが出てくるので、クラスターが出やすい。また、現段階では子どもは家庭内

ないし教員など大人からの感染が多く、子どもから子どもへと学校で感染が広

がっているわけではないということを念頭に入れながら対策をとる必要があ

る。 

【本部長】 

・保護者の皆様には丁寧な説明をお願いします。 

【本部長】 

・4月 12日からは巡回方式での接種がスタートしており、20日からは接種券が

15 万枚一斉に発送される。問い合わせ等あると思うが、それぞれ担当のところ、

また担当外ではないところでもある程度の基本的な情報をしっかりと把握して

いる必要があるので、よろしくお願いします。 

以上 


